
 徳島県内の企業等で活躍する自衛隊ＯＢの紹介（第５回） 

 自衛隊徳島地方協力本部ホームページ援護課コーナーへようこそ！日頃から自衛隊及 
び徳島地方協力本部への御支援・御協力、本当にありがとうございます。さて、本コー 
ナーもおかげさまで第５回目を迎えることとなりました。第５回目は、徳島文理大学徳 
島キャンパスで勤務している山根啓治（やまね けいじ）さんです。 

徳島文理大学徳島キャンパス      山 根 啓 治   さん 

  【山根啓治さんの紹介】 
昭和５０年 海上自衛隊入隊以降 
      岩国・徳島・硫黄島 
      航空基地 
      呉基地業務隊 
      阪神基地隊       
      等で計３６年間勤務 
平成２３年 徳島文理大学徳島  
      キャンパス勤務開始 

               【山根さんへのＱ＆Ａ】 
Ｑ①：今現在の職務内容について教えて下さい。 
Ａ①：大学施設全般の管理業務です。具体的には、各施設の施・解錠及びボイラーや危 
   険物等の取扱い業務です。 
    ※ 本取材当日は、談話室などを巡回し、また、ボイラー機器を入念に点検す 
     る等の本来業務に従事しつつ、学生とのコミュニケーションにも気を配られ 
     ている姿が印象的でした（右記写真）。 
Ｑ②：自衛隊で培ったことで、現在の勤務に特に役立っていることは何ですか？ 
Ａ②：「使・個・責・規・団」が無意識のうちに行動の基盤となっています。 
   つまり、規律を守り、やることに責任を持ち、そして他隊員と団結・協力して共 
   に職務していくことが、結果として困難な使命を全うできたという経験です。 
Ｑ③：現在の勤務において、自分自身のモットー及び心がけていることは何ですか？    
Ａ③：施設利用する学生達が器材等使用しやすいよう細心な管理を心がけ、不具合があ 
   れば担当業者へ修理依頼する等、異常の発見、その対処と学生に接する時のコミ 
   ュニケーション能力を磨くよう心がけています。 
Ｑ④：今後の抱負は何ですか？ 
Ａ④：学生が在学期間を振り返り、学業のみならずクラブ活動や生活面においても価値 
   ある大学として人に誇ることのできる明るい環境を提供していくよう努力するこ 
   とです。 
Ｑ⑤：今後、自衛隊を退官して再就職を考えている人へのメッセージをお願いします。 
Ａ⑤：やはり健康であること。そして、高度な技量と専門的知識を兼ね備えた資格を有 
   することと思います。 
   しかし、組織の一員として迎え入れてもらう要素はそれだけではありません。人 
   としての優しさ、協調性、そして、利他の精神という点で自衛官は社会への対応 
   力を鍛えられており、また、諸先輩の構築された信頼もあり、就職困難な時代と 
   はいえ、社会適応にネガティブな考えばかり先行させるのではなく、自信を持つ 
   ことが大切と思います。 

               【徳島文理大学 の紹介】 
                    創  立：明治２８年（昭和４７年に徳島 
                         文理大学と改称） 
                    所 在 地：徳島キャンパス      
                          徳島市山城町西浜傍示１８０ 
                         香川キャンパス 
                          さぬき市志度１３１４－１ 
                    建学精神：自立協同（「他からの協力、他 
                         への協力をなくして、人間の自 
                         立はあり得ない」という精神） 
                    自衛隊Ｏ：昭和６３年以降、約３０名雇用 
                    Ｂの雇用 ※ それ以前の資料はありませ 
                          んが、多くの方を雇用         

                   【上司の方へのＱ＆Ａ】 
徳島文理大学総務ユニット施設サプライグループ総務ユニット副部長兼グループ長 田 村 浩 氏 
Ｑ①：自衛官に対するイメージについて聞かせてください。 
Ａ①：「規律正しく、何事にも覚悟をもって臨むという精神が体中に染み付いている方々」というイ 
   メージがあります。 
Ｑ②：山根さんという自衛隊ＯＢを雇用して良かったと感じる点について聞かせて下さい。 
Ａ②：我々の仕事は、修学期間を経て学生を無事に「社会に送り出す」又は「親元に送り届ける」こ 
   とであり、その中の生活面・生活分野をしっかりと支えることです。 
   そのような部署へ山根さんのように「自衛隊で厳しい訓練を積み重ねて貴重な経験をされ、か 
   つ、そのバックボーンとして規律心を堅持されている方」に勤務していただいていることは、 
   学生への感化はもとより職員に対しても好影響を与える等、色々な面で助かっています。 
Ｑ③：今後、自衛隊を退官して再就職を考えている人にメッセージがあれば聞かせて下さい。 
Ａ③：長年の自衛隊勤務での豊富な経験は、現代社会にとって必ず役立つものと確信しています。 
   当大学では、総務ユニットをはじめ多くの部署で自衛隊出身の方々が勤務しており、引き続き 
   活躍を期待しております。今後とも、どうぞ、積極的に再就職の門をたたいてください。 
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 田 村  浩  氏 

実際の現役自衛官の勤務ぶりなどの見学を希望される場合は、基地内見学等も可能です。それらを含めまして、退職自衛官
（定年者・任期満了者共通）の求人・雇用等に関するお問い合わせは、自衛隊徳島地方協力本部援護課へお願いいたします。
担当は、四宮、日野浦、永山、青山の４名です。 


